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　・電卓の持ち込み可です．携帯電話は不可です．
　　・いずれの問題でも導く過程を示すこと．最終的な答えだけでは満点にはなりません．
　　・Boltzmann定数：k = 1.38 × 10−23J/K．

　　・
∫ ∞

0

x2n exp(−ax2)dx =
1 · 3 · · · (2n − 1)

2n+1

√
π

a2n+1
，

∫ ∞

0

x2n+1 exp(−ax2)dx =
n!
2

1
an+1

　　　　　　　　　　　　　　　　　問　　　　　題

1. 気体分子の速さ分布を表すMaxwell-Boltzmannの速さ分布関数は，

f(v)dv = 4παv2 exp
(
−βv2

)
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である．ここで，v は気体分子の速さ（速度の絶対値）である．規格化条件，∫ ∞
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であることを用いて，
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となることを導け．導出過程を丁寧に説明しつつ示すこと．m は気体分子の質量，T は気
体の温度である．

2. 気体分子数密度 n，気体分子の質量 m，温度 T の時の，面への気体分子入射頻度 Γ を求
めよ．Γ =

n
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∫ ∞
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vf(v)dv 　は既知のものとして用いて良い．（答えは α, β を残さずに

n, m, T で表すこと．）

3. メタン気体（CH4，モル質量M = 16.0 g/mol）について以下の問いに答えよ．数値は有効
数字 3桁まで示すこと．
（a）T = 75 Kと T = 300 Kの時の最大確率速さ vM を求めよ．
（b）T = 75 Kと T = 300 Kの時の速さ分布関数のグラフを描け．横軸に v ，縦軸に f(v)

をとり，各軸の目盛りと単位を忘れないこと．細かいところまで精確である必要はない
が，特徴がわかるように描くこと．言葉で補っても良い．

（c）T = 150 K，p = 1.00 × 10−4 Paの時の単位面積への入射頻度 Γ を求めよ．


